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 デジタルアーカイブ「万暦版大蔵経（嘉興蔵）デジタル版」公開のお知らせ 

 

 
このたび、大蔵経研究推進会議、SAT 大蔵経テキストデータベース研究会及び東京大学附属図

書館は、東京大学総合図書館所蔵『万暦版大蔵経（嘉興蔵）』のデジタル化を行い、オープンラ

イセンス（CC BY1）の下、19 万枚超の版面画像をデジタルアーカイブとして公開しました。 

『万暦版大蔵経（嘉興蔵）』は、16 世紀末に中国で木版にて刊行された仏典の叢書であり、

江戸時代に刊行され日本に広く普及した黄檗版一切経の底本として用いられたことで、大正新

脩大蔵経を含め日本の仏教に大きな影響を与えた重要な資料です。 

本デジタルアーカイブでは、画像公開フォーマットとして、まだ国内では採用例の少ない

IIIF （International Image Interoperability Framework：デジタル画像相互運用のための国

際規格）に準拠しています。また、嘉興蔵の画像と大正新脩大蔵経のテキスト・画像とを容易

に対比できる仕組みの提供のほか、英語版インターフェイスやスマートフォン・タブレット端

末へも対応することで、学術研究の利便性の向上に加え、広く国際的に活用されることも期待

しています。 

本デジタルアーカイブでは、見開きページを 8000 万画素カメラで撮影し、国際的な Web 上の

高精細画像共有規格である IIIF (International Image Interoperability Framework)に準拠し

て公開しました。また、研究上の利便性を高めるため、SAT 大蔵経テキストデータベース研究

会が公開している 1 億字超のテキストデータと 8 万ページの画像から成る大正新脩大蔵経のテキ

スト・画像と容易に対比できる仕組みも提供しています。インターフェイスとしては日本語版

以外に国際的な利用・活用に配慮して英語版も作成いたしました。一部機能を除き、スマート

フォン・タブレット端末にも対応しております。 

詳しい使い方については、本 Web サイトの「このサイトについて⇒使い方」をご覧ください。ま

た、本システムは様々なフリーソフトウェアを組み合わせることで構築されており、その詳細

についても記載しております。ご関心がおありの方は、本 Web サイトの「このサイトについて

⇒作り方」をご覧ください。 

本システムは、Web 上での高い利便性を目指して開発したものであり、今後も改良を続けてい

く所存ですが、様々な利用方法に対応すべく、軽量な PDF 版を提供するとともに、株式会社イン

プレス R&D のご厚意により、流通経費のみでのオンデマンドプリントによる紙媒体版もご提供し

ております。 

なお、本事業は、公益財団法人全日本仏教会、科学研究費補助金基盤研究（S）「仏教学新知識

基盤の構築―次世代人文学の先進的モデルの提示（15H05725）」及び一般財団法人人文情報学

研究所の支援により実施されました。デジタル撮影は株式会社インフォマージュ、システム 

 

1   原作者のクレジットを表示することを主な条件とし、改変はもちろん、営利目的での二次利 

用も許可される最も自由度の高いクリエイティブ・コモンズ・ライセンス（CC ライセンス）。 



開発は一般財団法人人文情報学研究所人文情報学研究部門によって行われました。最後に、大

正新脩大蔵経の画像・テキストデータの利用は、大蔵出版株式会社の好意により実現しました。ここ

に記して謝意を表します。 

 
「万暦版大蔵経（嘉興蔵）デジタル版」https://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/kkz/ 

 

 
問い合わせ先： 

sat@l.u-tokyo.ac.jp  （SAT大蔵経テキストデータベース研究会）



＜トップページ＞ 
 

 
＜画像詳細 1＞ 

通常の表示画面 



＜画像詳細 2＞ 

IIIF の機能を活かし「同じインドのお経の別々の古典中国語訳」を並べて表示している。 

 
＜画像詳細 3＞ 

「大正新脩大藏經」の全文テキストデータと照合している。 
 


